
土

壌

系

統

の

理

論

的

研

究

-

侵

蝕

而

座

標

法

-

栗

木

賢
U
波日

T
P
研
究
の
カ
針

二
､
侵
蝕
即
煉
梯

1
､
平
野
形
態
の
成
因

2
､
平
野
形
態
と
ii塊
の
成
田

3
'
土
塊
系
統
と
侮
5
.耐
嬢
械

三
､
土
塊
系
統
の
班
給
(侵
蝕
耐
郎
梯
法
)

l
P
土
塊
椎
･鞘
の
血

筋

2
'
士
奴
の
節
二
次
的
担
北
の
.鞘

給
へ
T
)

3
､
土

坊
の
節
二
次
的
鮮
他
の
規

諭
へ二
)

4
'
土
淡
の
系
及
枕
の
決
斑

5
'
ij.塊
の
.i
及
域
の
淡
光

凹
､
土
狭
系
統
粍
柏
と
地

即
興iiilTTT枯

l
､
土
塊
系
統
と
北
緯

現象

2
､
土
地
に
闘
す
る
地
川
蝉
と
其
の
日
梯

3
､
士
暁
系
統
挫
班
と
地
批
撰
日
梯

五
､
盤
前
職
梓
平
野
の
例
符

(釦
錬)

l
､
仙
北前
船
梓
平
野
の
形
態
成
因

2
､
==C繭

侭
梓
平
野
の
土
城
成
因
と
其
の
分
村
系
統

3
'
S=b;前
職
梓
平
野
の
土
焼
系
統
と
其
の
地
m
拳
日
枝

六
p
作
柴
の
方
法
及
び
任
意

｢

研

究

の

方

針

乱
円
本
鮮
島
の
中
野

に於
け
る
中
野
形
態
撃
的
研
究
の
騰
用
の

一
つ
だ
し
て
'
土
壌
系
統
に
鏑
す
る
試
み
を
公
表

し
て
先
撃
の
数

へ
を
乞
ひ
た
い
./j
恩
ふ
の
で
あ
る
が
､
他
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
中
野
形
態
聾
を
組
織
す
る
に
つ
い
て

は

一
つ
の
補
助
的
資
料
だ
L･B
る
も
の
f̂J
瓜
は
れ
る
｡
更
に
土
壌
系
統
の
研
究
だ
平
野
形
態
撃
の
研
究
}J
は
､
｢
土
地
に

i
.塊
系
統
の
E
e諭
的
刑
死

一
九

1
九



地

f代,

第
十
三
怨

節

7
班

1
0

二
〇

桐
す
る
地
坪
撃
の
組
織
｣
に
つ
い
て
有
力
LJ
る
基
礎
を
典

へ
る
も
の
で
あ
っ
て
.
同
時
に
地
理
閲
読
は
文
化
景
観
等

の
研
究
に
封
し
て
も
亦
有
益
な
る
基
礎
的
研
究
ど
な
る
｡

乳

以
上
の
研
究
上
の
組
織
に
つ
い
て
は
既
に
本
誌
に
於
い
て
記
載
L
t
其
の
部
分
的
論
議
も
多
少
試
み
て
樫
い
た

が
､
此
の
珊
論
の
縦
縞
だ
し
て

｢
登

別
源
岸
平
野
の
土
壌
系
統
｣
を
公
表
し
て
此
の
理
論
に
封
す
る
驚
左
を
典

へ
る

こ
q･J
に
す
る
｡｢
土
地
に
闘
す
る
地
理
撃
｣
に
つ
い
て
は
'
其
の
考
の

一
部
を
班
に
記
載
し
て
慣
い
た
が
p
前
記
漬
縞

の
拙
論
敬
表
の
後
に
於
い
て
､｢
地
排
撃
目
砧
の
即
論
及
び
魔
用
｣
な
る
表
膚
に
よ
っ
て
遊

べ
る
つ

も
rC,で
あ
る
｡
土

壌
系
統
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
-
な
い
ば
か
り
で
L･.
-
､
筆
者
の
方
法
に
多
少
近
似
の
も
の
も
極
め
て
少
な
い
｡
文

献
4
5
は
近
似
の
も
の
1
例
で
あ
る
｡

l

t
射
水
髄
七
､
侵
蝕
印
と
土
塊
分
布
系
統
と
切
削
係
'
地
織
節
十

7
塔
(解
三
助
)
昭
利
凹
咋
(
三
J
)

2
､
同
､
排
鵬
の
性
既
及
び
其
の
細
貯
法
'
地
球
節
十
二
命
(節

7
批
‥
mT=和
川
咋
(
七
月
)

3
'
同
'
河
成
田
と
梅

成
阿
り
組
係
に
就

い
て
の
訓
諭
及
び
艇
川
'
地
球
節
十
二
怨
(
節
柑
鵬
)
昭
和
田
中
(十
月
)

4
､
H
u

gh
H
a
m
m
o
n
d
R
en
n
et-一
S
o
m
e

G
e
0
g
rlp
h
icat
A
s.]
e
C
-

sO
fC
tlb
ln
S
o
ils

G
e
og
rap
h
icat
R
ev
i
e
w

T
V

ol･
X
V
ZH
I
P
p･

6
2

-
8
2
.
)
9
2
8
.

5
t
A

･

T

･
S
tra
h
o
r
n
一
A

g

r
ic
u
ltu
re
a
n
d

S
o
ils
o
f
P
a
te
s
tin
e
.

G
eog
r
a
p
h
ie
a
l
R

eview
一V
o
L

X
IX
,p
p
.
5
8
1

-
6021
)9
2
9
.

こ
､

侵

蝕

而

威

標

～
+
平
野
形
態
の
成
因
t
E1
本
群
島
の
平
野

の形
態
は
'
主

ビ
し
て
洪
積
層
の
堆
積
而
ビ
其
の
侵
蝕
面

1̂J
三
角
洲
堆

積
而
(,,
な
以
っ
て
示
さ
れ
る
｡
而
し
て
其
の
主
な
る
形
態
は
侵
蝕
而
ビ
三
角
洲
推
晴
雨

f̂J
を
以
っ
て
代
表
せ
ら
れ
､

主
要
耕
地
も
其

の面
に
あ
る
｡
中
野
形
態
の
鹿

因
は
次

の拙
論
に
於
い
て
示
し
で
あ
る
如
し

渋
柿
厨
丘
陵
地
を
延



長
川
が
侵
蝕
す
る
こ
亡
に
よ
っ
て
'
丘
陵
形
態
が
造
ら
れ
､
其

9
侵
蝕
谷
の

l
部
及
び
丘
陵
の
先
鞘
部
に
於
け
る
堆

積
に
よ
っ
て
.
三
角
洲
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
.

6
､
光
大
鵬
七
.
日
本
相
槌
の
眺
枇
厭
丘
陵
地
ii
於
け
ろ
似
蝕
耐
S
三
純
の
制
式
t
′繊
例
)
､
地
=j
樹
評
論
終
凹
怨
(節
十
班
)
昭
利
三
和

(十
月
)

7
､
同
､
如
京
下
町
地
域
曲
び
に
其
の
附
虻
に
於
げ
ろ
眺
析
壮
筏
S
地
形
教
授
出
の

研
究
へ
こ
(
二
)
(
≡
)
､
地
糾
串
評
論
節
川
谷

(
節

凹
､
五
､
大

雄
)
昭
利
三
舛
(
四
､
五
'
六
月
)

8
'
同
'
地
形
と
兄
嫁
分
布
よ
り
見
た
る
舶
加
低
地
の
践
縦
枠
鉛
､
地
租
掛
評
論
餅
二
怨
(第
七
､
八
'
九
髄
)
大
正
十
五
咋
(
七
'
八
､
九
月
)

9
､
同
'
日
本
内
油
田
域
周
防
郷
何
部
の
成
田
諭
'
地
即
a
L
評
論
節
玉
食
(第

1

班
昭
利
川
中
二

月
)

1
.
回
'
析
･:E
地
質
訓
並
の
由

来
と
地
形
と
の
陶
係
､
地
秋
蝉
評
論
解
三
谷
ハ節

十
娩
)昭
利
二
伸
(十
月
)

乱

中
野
形
態
と
よ
肇
の
成
因
'

以
上
の
如
-
し
て
中
野
形
態
の
造
ら
れ
る
に
件
な
っ
て
.
土
壌
の
堆
積
に
よ
る
性

質
だ
第
二
次
的
鍵
化
に
よ
る
性
質
ビ
が
出
水
上
っ
た
｡
此
の
現
象
は
次
の
拙
論
(文
献
11
)及
び
前
記
拙
論
(文
耽
1
)に
よ

っ
て
示
し
た
様
に
'
洪
積
哲
雄
鵜
に
起
因
す
る
土
壌
の
性
欝
は
､
延
長
川
の
侵
蝕
を
ま
ぬ
が
れ
た
地
域
の
土
壌
に
見

ら
れ
､
節
二
次
的
婁
化
に
起
因
す
る
土
塊
の
性
質
は
､
延
長
川
侵
蝕
而
及
び
三
角
洲
地
域
の
土
蚊
に
見
ち
れ
る
｡

11
'
光
水
瓶
七
'
肥
後
盆
地
の
丘
陵
と
低
船
地
の
形
態
成
凶

'
地
班
単
称
翰
節
五
容
(節
八
駄
)
節
六
八

k.-
六
八
九

.Fq
昭
利
凹
坤
(
八
月
)

乱

土
壌
系
統
と
侵
蝕
面
座
標

A
.
土
壌
の
成
因
ビ
其
の
性
質
だ
が
平
野
の
形
態
ビ
闘
係
洗
-
p
柏
ん
..̂,J
一
定
の
闘
係
を
有
す
る
も
の
三
百
ひ
得

る
こ
f̂J
は
､
前
記
2
の
現
象
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
.
迅
'
又
平
野
の
形
態
が

一
つ
の
規
則
的
成
因
に
よ
っ
て
造
ら

れ
た

.1
定
の
規
則
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
,̂J
は
､
前
記
1
の
現
象
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
居
る
｡

此
の
A
旦

石

の
川
由
に
基
づ
い
て
.
士
喋
の
系
及
柾
等
を
定
め
る
の
に
'
平
野
の
形
態
を

1
つ
の
擁
薦
ビ
す
る

土
坑
系
統
の
川
筋
的
研
究

三

二
L.



地

球

第
十

三
怨

節

7
批

三

二
二

こ
と
は
､

有
意
義
で
あ
-
便
利
で
あ
る
｡
平
野
形
態
を
座
標
だ
す
る
だ
い
へ
で
も
'
其
の
形
態
の
中
で
侵
蝕
両
に
閲

係
あ
る
形
態
が
主
婁
部
を
占
め
て
居
る
か
ら
'
此
の
座
堰
を
侵
蝕
面
座
標
ビ
い
ふ
こ
E
に
し
た
｡

侵
蝕
面
座
像
の
必
要
に
し
て
且
つ
便
利
L･i
･=i
t由
に
つ
い
て
.
斑
に
詳
し
-
運

べ
る
が
.
そ
れ
を
暇
に
土
壌
系
統
の

押
論
だ
い
ふ
こ
亡
に
し
た
｡
之
は
土
壌
の
成
因
だ
其
れ
に
件
な

う
分
布
ど
の
班
由
を
明
ら
か
に
L
t
成
図
ビ
其
の
分

布
の
Ig
f由
だ
に
基
づ
い
て
p
土
壌
分
布
系
統
を
立
て
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
0

環

す
る
に
同
源
同
塵

化
同
性
肇
の
土
塊
を
同

山
群

f̂J
す
る
だ
い
ふ
考
を
､
平
野
の
土
壌
系
統
に
利
用
す
る
珊
由
牽

不
す
も
の
で
あ
る
.

三
'
土

壌

系

統

の

理

論

乱
土
壌
堆
積
の
理
論

日
本
群
島
の
耕
土
の
主
婁
な
る
糠
を
な
し
て
居
る
も
の
は
洪
積
暦
の
土
層
で
あ
る
｡
其
の
堆
積
現
象
の

一
般
規
則

及
び
堆
積
に
起
因
す
る
性
質
に
よ
る
分
梅
を
研
究
す
る
万
蝕
は
種
々
あ
る
け
れ
.i,J
も
'
洪
積
暦
の
土
層
堆
積
の
原
因

だ
な
っ
た
だ
こ
ろ
の
延
長
川
の
流
域
を
決
定
す
る
理
論
に
従
ふ
こ
と
が
便
利
で
あ
る
｡
其
の
詳
細
な
る
記
載
は
既
に

拙
論
に
示
し
て
あ
る
が
要
旨
の
梗
概
を
抄
録
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

相
隣
る
A
B
二
川
が
あ
っ
て
'
現
今
に
於
け
る
受
水
域
は
A
が
B
よ
り
大
き
-
､
且
つ
其
の
三
角
洲
も
A
が
B
よ

り
大
き
い
場
令
に
は
'
洪
積
層
土
層
を
造
っ
た
時
の
両
川
の
堆
積
も
亦
A
が
B
よ
-
大
き
か
っ
た
も
の
だ
推
定
し
得

る
｡

(
文
献
1
S
)
相
隣
る
C
D
二
川
が
あ
っ
て
､
現
今
に
放
け
る
受
水
域
は
C
が
D
よ
-
大
き
-
'
且
つ
其
の
侵
蝕
面

に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
侵
蝕
塵
も
C
が
D
よ
-
大
き
い
場
合
に
は
､
洪
積
層
の
土
暦
を
造
っ
た
時
の
両
川
の
ー堆
積

も
弥
p
C
が
D
よ
-
大
き
か
っ
た
も
の
,̂J
推
定
し
得
る
｡
(
史
耽
12
S
)



此
の
方
法
を
利
川
し
て
t
A
.,J
P3
或
は
C
AjJ
D
の
二
川
の
現
存
河
道
位
置
の
関
係
の
定
ま
っ
た
原
因
を
知
-
得
る

鑑
に
そ
れ
を
利
用
し
て
t
A
だ
B
或
は
C
ビ
D
の
二
川
の
洪
積
層
の
土
層
堆
積
地
域
を
決
定
し
得
る
｡
A
B
C
D
各

州
の
洪
積
圏
の
士
博
雅
楕
地
域
の
決
定
に
よ
っ
て
.
土
壌
系
統
を
立
て
る
に
つ
い
て
の
糠
準
の

一
っ
を
得
る
｡

12
'
加
水
触
七

'
河
迫
の
堆
桁
移
動
の
原
因

､
地
軸
壌
評
論
第
五
笹
へ約
八
鶴
)
第
六
八
二
-

六
八
五
貰
昭
和
凹
年
(
八
月
)

13
'
同
､
唯
稗
移
動
の
紀
明
法
(
7
)
-
堆
稗
法
'
地
税
率
評
給
餌
五
懇
(餌
八
磯
)
妨
六
八
五

-
六
八
九
式
昭
利
四
年
(
八
月
)

1
.
同
'
糠
稲
格
別
の
給
明
は
(
二
)
-
侮
触
法
'
地
剛
率
評
翰
解
式
馨
L'第
八
雛
)筋
六
八
九

-
六
九
三
富
昭
和
四
年
(
八
月
)

乱
丑
境
の
第
二
次
的
撃
化
の
理
論
(
〓

洪
積
層
丘
陵
地
は
'
其
の
土
層
を
堆
積
し
げ
川
に
よ
っ
て
侵
蝕
せ
ら
れ
.
其
の
侵
蝕
両
に
は
､
第
二
次
的
鍵
化
土

が
威
さ
れ
る
0
而
し
て
侵
蝕
面
の
系
統
的
順
位
に
従
っ
て
.
其
の
担
化
の
状
態
が
異
な
っ
て
居
る
0
此
の
現
象
は
本

誌
第
十

一
巻

(第
三
就
)
昭
和
四
年

(
三
月
)
の
図
版
鰐
三
版
新
別
原
盆
地
の
土
質
系
統
図
に
示
し
て
あ
る
如
-
で
あ

る
0

(
文
蹴
l
)

此
れ
は
主
ビ
し
て
妊
長
川
侵
蝕
面
の
成
因
に
件
な
っ
て
成
立
し
た
土
壌
の
第
二
次
的
塵
化
現
象
で
あ
っ
て
､
3
の

B
ビ
北
ハに
中
野
に
於
け
る
土
壌
の
第
二
次
的
塵
化
現
象
の
主
部
を
L･4
す
も
の
で
あ
る
｡
之
に
従
っ
て
系
統
が
立
て
ら

れ
る
の
で
あ
る
｡
前
記
土
壌
堆
積
の
州
諭
に
よ
っ
て
立
て
る
系
統
は
'
此
の
即
論
に
よ
る
系
統
だ
共
に
､
延
長
川
に

ょ
る
も
の
で
あ
る
0

乱
土
壌
の
第
二
次
的
撃
化
の
理
論
ハ
エ
)

A
t
洪
積
暦
丘
陵
地
に
は
妊
長
川
侵
蝕
面
の
形
成
ビ
同
時
に
造
ら
れ
た
海
成
両
が
あ
る
(交
織
3
)
｡

此
の
種
の
海
成

土
城
系
統
の
訓
諭
的
研
究

l
三

二
三



地

球

妨
十
三
各

節
丁
班

志

二
相

宙
は
後
に
河
成
面
に
移
化
し
て
屠
る
こ
と
も
あ
る
が
､
純
河
成
両
だ
は
異
な
る
土
壌
を
も
っ
て
屠

る
｡
本
誌
第
十
二

l
Cl
■↓

a
.(
第
四
讐

第
二
五

〇
.a
下
毛
平
野

の
形
態
園
の
=
m
m
の
面
は
此
の
種
の
海
成
面
で
､
其
巌
に
は
海
成
に
よ
る
土

塊
の
窮
二
次
的
挺
化
が
見
ら
れ
る
｡
本
誌
第
十
二
賛

第
四
枇
)第
二
五
七
貢
長
峰
原
の
形
態
閲
の
M
m
=
に
於
い
て

も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
｡
之
に
基
づ
い
て
土
故
障
域
が
立
て
ら
れ
る
｡

塔
､
快
哉
層
丘
陵
の
下
付
の
侵
蝕
面
の
上
に
堆
積
し
て
居
る
新
堆
積
土
層
は
'
三
角
洲
圏
擬
似
三
角
洲
闇
扇
状
地

暦
で
あ
る
｡
此
等
は
婁
化
帯
皮
の
高
い
第
二
次
的
饗
化
士
で
あ
る
｡
此
等
は
河
成
海
戒
の
耐
性
栗
を
有
す
る
も
の
で

あ
っ
て
.
前
記
A
の
成
因
を
現
今
及
び
逝
き
過
去
に
於
い
て
示
す
も
の
で
あ
る
｡
今
便
宜
土
瓶
成
河
戒
を
分
つ
こ
ど

堤
-
､
三
角
洲
土
層
ビ
し
て
取
-
扱
ひ
'
其
の
耕
土
牢

二
角
洲
耕
土
だ
す
る
｡
之
に
基
づ
い
て
土
壌
の
系
統
促
成
を

立
て
る
こ
.I-J
に
し
た
.

15
､
加
太
髄
七
､
日
本
郷
･iih
の
三
角
洲
の
桝
妃
'
地
軸
敵
背
､
昭
利
凹
坤
｡

三
角
洲
厨
の
成
凶
形
成
順
序
三
内
洲
-i3の
分
軸
等
払
示
L
il
o

l
J
同
'
眺
桁
-;
彼
の
肘
梓
純
の
成
Ijfi(序
論
)'
地
蝉
靴
訟
姉
川
十
1
年
(節
四
八
l
舵
)昭
利
四
年
〇
二
月
)

乱

立
壊
の
系
及
び
統
の
決
定

此
の
方
法
に
よ
る
土
壌
の
系
統
は
'
従
非
行
は
れ
で
属
だ
土
塊
の
系
統
ビ
は
多
少
異
な
る
も
の
で
あ
る
｡
此
の
方

法
で
は
'
延
品
川
に
よ
る
丘
陵
暦
堆
積
面
の
土
壌
ビ
､
妊
長
川
侵
蝕
面
の
土
壌
ビ
二

二
角
洲
堆
積
衝
の
土
塊
ど
な
系

だ
し
.
各
々
の
系
の
分
塊
は
中
野
形
態
撃
の
両
の
分
根
法
妄
献
9
)
に
従
ふ
｡

平
野
形
態
尊
の
両
の
分
類
法
に
よ
っ
て
得
た
或
る

1
つ
の
系
の
.中
で
'
檀
良
川
に
よ
る
面
の
成
図
上
の
小
さ
い
差

異
を
も
つ
面
の
分
類
法
(文
献
9
Uに
従
っ
て
続
を
縛
る
｡
各

々
の
枕
の
分
栂
は
系
の
介
抱
よ
-
も
､
土
地
経
営
の
上
か



ら
見
て
頚
要
性
が
低
い
｡

ELat土
壌
の
匡
及
び
域
の
決
定

平
野
成
長
の
理
論

(文
献
9
及
び
17
)
に
よ
っ
て
遣
ら
れ
た
土
層
面
の
t牲
質
の
差
に
基
づ
き
'
系
或
は
続
に
つ
い
て
廷

長
川
の
上
流
の
方
か
ら
下
流
の
方

へ
向
つ
て
幾
つ
か
の
土
壌
差
異
の
分
観
を
な
し
､
其

の各
々
を
土
壌
堤
ビ
す
る
｡

本
誌
姉
十
二
禦

第
四
挽
)第
二
1J,北
C
貢
下
毛
中
野
の
形
態
聞
(誌
3

)

の
Ⅰ
E
.
川
の
面
に
於
け
る
土
壌
の
差
異
に
よ
っ

て
.
三
つ
の
土
塊
閲
を
定
め
る
が
如
き
は
其
の

一
例
で
あ
る
｡

17
t.加
水
伽
七
､
平
野
成
長
の
解
放
へ
相
伴
段
丘
り
非
封
桝
的
配
道
と
北
ハS
′成
田
肺
門
串
<S
二
節
)
'
地
軸
準
評
論
妨
就
怨
(範

へ
雛
)
節
六
七
九
試
昭

和
川
中
(
八
月
)

土
壌
域
は
系

･
統

･
糧
の
中
に
あ
る
小
地
域
の
､
土
壌
性
質
だ
耕
地
形
態
上
の
性
質
ビ
に
現
ほ
れ
て
屠
る
小
差
異

に
基
づ
-
分
粒
で
あ
る
｡
例

へ
ば
覇
刑
に
於

い
て

一
つ
の
永
日
を
有
す
る
幾
つ
か
の
Em
は

一
土
壌
域

f̂J
す
る
が
如
き

も

ので
あ
る
｡
之
は

l
股
に

l
つ
の
水
口
を
布
す
る
山
の

.L
群
は
殆
ん
.'"
同

1
の
土
壌
か
ら
成
っ
て
屠
る
二
･IJ
に
基

づ
-
も
の
で
あ
る
｡
其
の
土
塊
性
質
近
似
の
原
因
は
土
壌
の
成
因
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡

備
考
､
以
上
の
系

｡
続

｡
園

･
域
の
土
壌
分
梅
法
は
､
農
聖
上

1
敗
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
系

｡
就

･
慣
ビ
は
異
な

る
意
味
を
有
す
る
け
れ
.I,jJ
も
'
其
の
目
的
ビ
す
る
だ
こ
ろ
は
近
似
で
あ
る
.
而
し
て
筆
者
は
中
野
形
態
撃
を
組
棉
す

る
た
め
の
仕
事
を
し
て
屠
る
間
に
､
多
少
土
塊
系
統
に
つ
い
て
知
る
こ
ど
な
得
て
､
耕
地
経
常
或
は
囲
土
経
常
去

少
の
考
も
伸
び
て
凍
た
り
で
此
の
様
な
方
法
を
編
ん

だの
で
あ
る
｡

衆
に
述

べ
る
こ
と
は
此
の
方
法
を
摘
ん
だ
理
由
を

一
層
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
､
土
地
経
常
に
閥
係
浅
い
地
理
撃

ユ八
･S
系
統

い
別
諭
的
桝
光

恵

二
;i



地

球

第
十
三
容

節

7
髄

]式

二
六

目
標
め
方
向
か
ら
見
て
も
.
此
の
方
法
が
有
益
で
あ
る
こ
ビ
牽
不
し
た
も
の
で
あ
る
｡

四
､
土
壌
系
統
座
標
と
地
理
翠
目
標

乱

土
壌
系
統
と
生
産
現
象

生
産
現
象
ビ
い
ふ
の
は
､
土
地
か
ら
壁
産
す
る
仙旗
業
的
産
物
及
び
そ
れ
に
閥
係
し
て
捷
活
し
て
居
る
人
口
の
二
つ

の
現
象
藍
息
煉
す
る
が
此
所
に
は
前
者
の
み
な
ぎ
る
｡
蕉
産
現
象
は
土
壌
系
統
ビ
密
接
な
る
関
係
が
あ
る
｡
土
壌
系

統
を

一
っ
の
座
標
･,J
L
で
壁
産
現
象
を
知
-
､
両
者
の
槻
係
を
知
る
こ
亡
は
'
土
地
経
菅
上
の
拙
論
及
び
腰
用
を
研

究
す
る
に
は
便
利
な
方
法
で
あ
る
｡

乱

土
地
に
関
す
る
地
理
笹
と
其
の
目
標

土
地
に
関
す
る
地
排
撃
に
つ
い
て
は
'
後
口

｢
土
地
性
質
系
統
の
珊
論
的
研
究
及
び
腰
用
｣
な
る
表
題
に
よ
っ
て

述

べ
る
つ
も
-
で
あ
る
が
.
其
の
組
織
を
砂
錬
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

A
､
土
地
現
象
の
研
究
'
(
一
)土
地
の
形
態
成
因
性
質
､
(
二
)耕
地
の
形
態
成
園
性
質
及
び
提
督
法
.

(≡
)土

壌
系
統

忠
､
埜
産
現
象
の
研
究
'
(
一
)人
口
分
布
､
(
二
)蕉
産
物
分
布
､
(
≡
)
生
産
物
に
よ
る
財
力
分
布

C.
土
地
の
現
象
ビ
生
産
現
象
ど
の
踊
係
の
研
究

以
上
の
研
究
分
科
の
中
A
の
(
〓
(
≡
)及
び
(
二
)
の
耕
地
の
形
態
成
因
性
質
は
筆
者
の
組
織
す
る
平
野
形
態
撃
の]

拙
論
及
び
腰
用
に
屈
す
る
も
の
で
あ
っ
て
､
B
は
現
今
行
ほ
れ
て
居
る
人
文
地
坪
撃
に
相
常
す
る
も
の
で
あ
-
､
C

は
今
後
工
夫
せ
ん
だ
す
る
方
法
で
あ
る
｡
之
に
つ
い
て
は
既
に
其
の

1
端
を
次
の
拙
論
に
於
い
て
示
し
て
置
い
た
.



1
.
加
水
髄
七
､
熊
本

よ
J
ij,三
角
洲
へ日
本
郎
鵜
の
三
角
洲
の
耶
兜
)
､
地
和
教
育
昭
利
四
年

1
.
同
､
土
地
に
関
す

る人
文
地
規
準
(日
本
群
島
の
三
角
洲
の
研
究
)'
地
珊
教
育
昭
和
川
中

20
､
同
､
筒
柵
三
角
洲
(
:
木
聯
偽
の
三
角
洲
の
研
兜
,
.
地
靴
敢
育
昭
和
的
咋

此
の
地
排
撃
の
組
織
に
於

い
て
は

'

前
記
の
如
-
土
塊
系
統
の
座
標
に
侵
蝕
而
座
標
を
採
用
し
た
珊
由
だ
近
似
の

班
由
に
よ
っ
て
'
平
野
の
形
態
を
研
究
上
の
座
標
に
ご
れ
ば
便
利
で
あ
る
｡
其
の
詳
細
は
後
日
述

べ
る
こ
と
は
前
記

の
通
-
で
あ
る
｡

乱

土
壌
系
統
座
標
と
地
理
聾
目
標

土
地
に
闘
す
る
地
排
撃
の

一
分
科
た
る
生
産
現
象
の
研
究
上
の
日
棟
に
'
土
壌
系
統
を
ど
れ
ば
便
利
で
あ
-
､
土

地
に
閥
す
る
地
5
.撃
研
究
上
の
目
標
に
平
野
の
L形
態
を
ど
れ
ば
之
れ
亦
便
利
で
あ
る
こ
ど
も
前
述
の
こ
.JJ
で
知
ら
れ

る
｡
今
若
し
､
前
記
の
如
-
土
塊
系
統
研
究
上

の座
標
に
中
野
の
形
態
な
ど
る
こ
と
に
す
れ
ば
､
土
地
に
鍋
す
る
地

州
撃
の
目
標
に
は
､

一
層
合
理
的
に
中
野
の
形
態
唯

一
っ
な
べ
る
こ
だ
が
出
来
る
｡
土
壌
系
統
研
究
上
の
煙
塵
に
平

野
の
形
態
を
,,J
る
こ
ど
の
合
川
的
で
あ
る
こ
ピ
は
､
前
述
土
壌
系
統
の
拙
論
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
｡

要
す
る
に
土
壌
系
統
の
座
標
に
平
野
の
形
態
な
ど
れ
ば
'
土
地
に
闘
す
る
地
珊
撃
研
究
上
に
も
亦
便
利
で
あ
る
O

五
､
豊
前
海
洋
卒
野
の
例
謂
(抄
録
)

豊
前
海
岸
平
野
の
土
壌
系
統
に
つ
い
て
は
後
口
記
載
す
こ
E
に
し
て
あ
る
か
ら
､
次
に

一
部
分
の
轟
貸
室

が
し
て

前
記
拙
論
の
即
断
を
易
か
ら
し
め
る
こ
ピ
に
し
た
｡

乱
豊
前
海
岸
中
野
の
形
態
成
因
'
之
に
つ
い
て
は
既
に
文
献
9
16
及
び
次
の
拙
論
に
示
し
て
置
い
た
が
'
闇
に
示

土
塊
系
統
の
速

筋
的
研
究

志

二
七



拭

終
十
三
懲

節

1
班

六

二
八

し
て
あ
る
盾
原
地
方
の
土
壌
系
統
閲
の
範
園
に
つ
い
て
其
の

一
般
的
説
明
な
し
や
う
｡
山
勘
州
に
よ
っ
て
鹿
持
せ
ら

唐原地方め土壌系統固
(-)!LF,塑約･;fLJ･]押;-D.チ中部oFl=削 りが耶塙淡州 由利lけ二郎
分O脚に於げ ろlり相川の南 .yL.ITF.JL(rltr'P叫 村有T'.j中火附近)l二
相rrlu買ありO充棟川はBとCとのli口にdJ')る二攻流布 も
つ河宗鑑｡友枝川の北掛 二まWl(VIIblとVIIdの悶)
ありO
(二)土jj:Ji系統〔主J-_X･:部のみ7&ボす)

お.上三E,Tjlt系.成恒-政江枕(VITa▲l及UL.VIIbLID土
佐非-輔水批 (VIIc及 びVIId)O友枝統(VIfaと)
C･僻TNrr_陛系.耕地 として布川な る地域q)例み示
す と,ui'･tlZIL順;(∨ⅠIaj)下野地LFh';(VI)脱非揮'i(ⅠⅠⅠ1
及びⅠVl〕

D.下≡E平uT･系D併原 平野節,(VIII)中津･71.-1粥1滴拓,
(ⅠⅩ),小津311-.野北隣(Ⅹ)0
E及びF.下毛原糸O長坂一野路小紋 IV:1及びVbt)a
大成-mr)L統(VtI2)｡古城-合塙;統(Vbヨ)O犬丸川
統(Val及'.Jl-VI).佐加茸J'E(VIIbヨ)
仰iF5-hL‡此U)系TJ的 .ら除く｡

れ
た
洪
積
圏
土
層
は
､
山
岡
川
に
よ
っ
て
侵
蝕
せ
ら
れ
て
,

H
m
Ⅳ
ⅤⅥ
Ⅷ

豊

の
畠

分
布
地
域
を
以
っ
て
代
表

せ
ら
れ
る
ÎJ
こ
ろ
の
､
階
段
状
相
成
段
丘
面
に
分
た
れ
た
｡
平
野
の
形
態
は

河

成
段
丘
と
し
て
の

1
定
の
規
則
を
有

す
る

)
21
､
溺
水
髄
七
､
牒
仲
川
の
河
梓
段
丘
〔
河
梓
段
丘
の
非
封
桝
的
配
紀
と
北
tあ

成
凶
節
二
車
)
.
地
州
邸
評
論
節
立
春
(第
五
批
)節
川
雲

壷

昭
利
凹

年
(
:<
月
)



22
'
同
､
静
鴫
傾
斜
の
非
対
榊
的
批
紀
の
成
肘
ハ
河
搾
段
丘
の
非
封
柵
的
耽
紀
と
其
の
成
因
節
三
串
節
三
符
節
二
項
)
'
地
州
串
評
論
節
五
番

(節
七

批
)
約
五
九
七
-
六

T
O
試
i_=
利
的
咋
(
七
山
)

2
P
同
､
辞
砧
川
と
騨
仲
川
と
の
L関
係
の
成
立
(
河
梓
段
丘
の
非
封
稲
的
耽
ほ
と
其
の
成
田
解
凹
頼
節
三
節
節
三
項
)
'
他
州
嘩
評
論
節
五
怨

(節
八

班
)
節
六
八
九
-
六
九
三
京
昭
利
凹
年
(
八
月
)

24
､
回
､
大
丸
川
と
山
囲
川
と
の
関
係
成
田
(
河
梓
段
丘
似
非
封
榊
的
耽
紀
と
共
の
成
田
節
凹
串
節
三
脚
餌
凹
功
)
'
地
出
挙
評
締
節
五
番
(妨
八
髄
)

節
六
九
三
-
六
九
四
.I;
昭
利
四
年
(
八
月
)

乱

豊
前
海
岸
平
野
の
忠
壌
成
因
と
其
の
分
布
系
統
､
之
に
つ
い
て
は
文
献
1
に
よ
っ
て
其
の
西
部
が
毒
し
て
あ
-

余
憤
に
つ
い
て
は
後
目
示
す
こ
.fJ
に
し
た
｡
今
は
罪
に
唐
原
地
方
の
土
塊
系
統
閲
の
範
囲
に
つ
い
て
簡
罪
に
説
明
す

る
○山

間
川
が
H
の
士
轡
監

写

化
稜
は
､
土
地
の
隆
起
に
導
か
れ
て
侵
蝕
面
が
造
ら
れ
'
そ
れ
に
裡
な
っ
て
=
の
士

闇
が
造
ら
れ
た
｡
土
地
の
隆
起
は
糖
椋
せ
ら
れ
て
新
し
い
倭
他
面
が
造
ら
れ
'
そ
れ
に
仲
な
っ
て
Ⅳ
の
土
管
が
造
ら

れ
た
｡
此
の
様
-

嘉

線
志

さ
れ
て
Ⅴ
Ⅵ

Ⅷ

昔

の
士
欝

造
ら
れ
た
｡

以
上
の
成
因
ビ
土
壌
性
質
だ
に
よ
っ
て
系
統
里

止
て
る
.,J
t
唐
頂
丘
陵
系

｡
下
毛
平
野
系

｡
下
毛
原
索
ど
な
り
'

此
の
記
載
地
方
の
閏
に
上
宅
原
系
(唐
頂
丘
陵
薫
の
博
)
が
あ
っ
て
'
其
の

一
部
に
佐
井
川
､
友
枝
川
の
侵
蝕
両
の
形

成
に
件
な
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
を
包
括
し
て
屠
る
｡

膚
原
丘
陵
系
は
野
間
償

｡
下
野
地
匿

･
原
井
匿
等
に
分
化
れ
'
下
毛
平
野
系
は
唐
原
卒
野
匿
だ
中
津
平
野
前
置
だ

中
津
平
野
北
甚
だ
に
分
た
れ
る
｡
但
し
中
津
平
野
北
閲
は
園
外
に
あ
る
O
下
毛
原
系
は
異
坂
-

野
路
山
統
'
大
月
-

田
尻
続
､
古
城
-
各
馬
続
､
大
丸
川
航
'
佐
知
枕
に
分
た
れ
､

続
は
史
に
院
に
分
た
れ
る
が
､

匿
の
大
部
分
は
同

左

拭
系
統
の
拙
論
的
研
究

l
‥

九

二
九
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外
に
な
る
か
ら
'
後
日
豊
前
各
値
に
つ
い
て
述

べ
る
時
に
譲
る
こ
と
に
し
た
｡
上
宅
平
野
東
は
多
-
の
舵
に
分
た
れ

る
が
.
間
に
は
成
恒
-
匿
注
疏
､
土
佐
非
-
垂
水
統
'
友
枝
続
が
示
さ
れ
て
あ
る
O

凱

豊
前
海
岸
平
野
の
忠
壌
系
統
座
様
と
其
の
地
理
拳
目
標

.

豊
前
海
岸
平
野
に
放
け
る
､
土
壌
系
統
は
平
野
の
形
態
だ
近
似
相
踊
々
係
を
有
す
る
こ
亡
は
､
前
記
の
現
象
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
｡
故
に
土
塊
系
統
の
座
標
に
､
平
野
の
形
態
を
ど
れ
ば
研
究
上
低
利
で
あ
り
､
土
塊
現
象
を
土
地
総

督
上
に
砥
用
す
る
に
も
便
利
で
あ
る
｡

豊
前
渥
岸
平
野
に
放
け
る
'
地
珊
撃
冒
樫
に
平
野
の
形
態
を
ど
れ
ぼ
便
利
で
あ
る
｡

そ
れ
は
此
の
地
方
の
人
口
分

布
庄
産
物
分
布
及
び
其
の
鍵
化
状
態
が
平
野
の
形
態
だ
其
の
鍵
化
状
篠

ビに
密
接
な
陶
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
而

し
て
生
産
現
象
ビ
座
標
に
だ
っ
た
土
地
の
形
態
ど
の
禍
係
は
､
土
壌
系
統
及
び
土
地
の
形
態
に
支
配
せ
ら
れ
て
居
る

離
枇
法
の
二
要
素
を
伸
介
だ
し
て
居
る
部
分
が
極
め
て
多
い
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
見
て
､
豊
前
海
岸
平
野
に
於
け
る
､
土
壁
系
統
の
座
標
に
平
野
の
形
態
を
ど
れ
ば
､
土
壌
系
統

研
究
だ
其
の
腰
川
上
に
便
利
が
多
い
の
み
な
ら
ず
.
土
地
に
隅
す
る
地
相
聾
の
目
標
に
平
野
の
形
態
な
ど
る
こ
と
が

l
暦
各
州
的
に
な
る
｡
要
す
る
に
土
壌
系
統
の
座
標
を
平
野
の
形
態
に
ど
れ
ば
､
豊
前
海
岸
平
野
に
於
け
る
土
地
に

踊
す
る
地
坪
撃
研
究
上
に
も
便
利
で
あ
る
.

大
､
作
轟
の
方
法
及
び
尊
雷

土
壌
偶
値
の
近
似
の
も
の
を
同

1
の
系
統
置
域
等
に
す
る
方
法
の

一
つ
だ
し
て
'
同

一
淑
同

一
鍵
化
同

1
性
質
の

士
雄
を
同

1
群
だ
す
る
だ
い
ふ
考
に
基
づ
い
て
､
侵
蝕
而
座
藤
を
つ
-
つ
て
見
た
｡
此
の
土
壌
系
統
の
珊
論
が
示
す



様
に
.
土
壌
低
値

の分
布
は
､
平
野
の
形
態
妹
に
侵
蝕
面
の
形
態
だ
近
似
荊
関
々
係
が
あ
る
O
平
野
に
於

い
て
幾

つ

か
の
地
期
成
は
地
域
に
つ
い
て
'
土
壌
憤
値
を
測
定
(
測
定
法
の
差
異
等
は
此
の
.論
か
ら
省
-
)
し
､
か
-
し
て
得
た

土
壌
債
権

UJ
近
似
の
地
鮎
を
､
恰
か
も
気
象
撃
上
の
等
魔
線
を
引
-
棟
に
し
て
'
互
に
連
結
し
て
出
水
た
曲
線
を
土

壌
の
等
慣
低
級
或
は
等
肥
沃
皮
線
ビ
す
る
方
法
の
如
き
は
'
土
壌
系
統
の
押
絵
か
ら
見
て
'
確
か
に
不
充
分
な
る
も

の
で
あ
っ
て
､
今
後
の
研
究
に
用
ふ
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
｡

侵
蝕
而
座
標
法
で
は
､
土
塊
慣
倍
の
測
定
鮎
或
は
測
定
地
域
に
於
い
て
'
土
壌
撃
的
方
法
に
よ
る
土
壌
傾
聴
の
測

定
'
或
は
現
存
年
産
現
象
に
よ
る
土
壌
憤
値
測
定
に
よ
っ
て
､
測
定
部
或
は
測
定
地
域
に
於
け
る
土
壌
憤
倍
を
知
る

の
が
第

1I
段
の
仕
事
で
あ
る
｡
之
は
従
来
あ
っ
た
こ
亡
で
あ
る
｡

斯
-
し
て
碍
た
革
質
を
'
土
壌
系
統
の
桝
諭
に
よ
っ
て
､
測
定
鮎
或
は
測
定
地
域
よ
-
他
の
部
分

へ
購
げ
る
の
で

あ
る
｡
此
れ
が
侵
蝕
而
座
標
法
の
主
張
せ
ん
AIJ
す
る
だ
こ
ろ
で
あ
る
｡
要
す
る
に
此
の
方
法
で
は
､
選
定
し
た
測
定

部
或
は
測
定
地
域
の
夫
々
が
､
土
壌
の
成
因
に
よ
る
白
熊
分
布
の
自
然
置
介
の
各
々
を
代
茨
し
柑
る
様
に
な
る
.
又

聞
示
に
於
け
る
設
色
姉
妹
等
に
つ
い
て
も
自
然
分
布
に
よ
る

一
定

の
規
則
に
よ
れ
ば
便
利
で
あ
る
が
'
此
の
方
法
に

於
い
て
は
其
の
理
に
か
な
ふ
こ
だ
が
Ⅲ
凍
る
｡
(
文
机
1
澱
2
S
.壁

画

の
好
雄
参
照
)
.
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